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1. はじめに 

図書館とマンガに関わる課題の一つとして，組織

化の問題がある。たとえば分類の場合，小説と同様

に1)，多くのマンガに対して同一の分類記号が割り当

てられることが多く，十分に組織化できていないこと

が指摘できる。アメリカでは，図書館員の視点からマ

ンガの組織化を扱った文献が散見されるが，その多

くは実践報告やノウハウ共有を意図したもので，組

織化に関する学術的な研究はあまりみられない2)。

日本においては，マンガのメタデータや分類を扱っ

た学術研究がいくつか存在するが，セマンティックウ

ェブなどの新たな情報技術の導入を主眼とした内容

が多い3)。 

本研究では，より実証的なマンガの組織化手法と

して，大学図書館の所蔵情報を用いることを提案す

る。ある大学図書館にあるマンガが所蔵されるか否

かは大学図書館（員）によるマンガの評価結果といえ

るため，このデータを適切に利用できれば，大学図

書館（員）のマンガに対する評価結果の集積に基づ

いて，マンガを組織化することができる。特に，大学

図書館では，公共図書館よりもサービス対象が限定

されるため，その専門性を反映した所蔵データとな

っていることが考えられる。 

近年，データベースやそれに付随する API が一

般化してきており，図書館におけるマンガの所蔵状

況を全国的に調査することが容易になってきている。

たとえば，小山らは大学図書館の4)，筆者らは公立

図書館の5)マンガの所蔵状況を調査している。多数

の図書館の所蔵データに基づく，マンガの組織化は

近年のデータベースの整備により展望が開けた新た

な方法といえる。 

より具体的には，一つの図書館に一緒に所蔵され

ているマンガ同士には何らかの関連性があるという

共起に基づく類似度を設定し，それを用いてマンガ

のクラスタリングをおこなう。著者らは，既に公共図書

館の所蔵データに対して，この手法の適用を試みて

おり，マンガの組織化における有用性を確認してい

る6)。本稿の目的は，大学図書館の所蔵データを用

いたマンガの組織化の可能性を明らかにするため，

クラスタリング手法を用いたマンガの類型化をおこな

うことである。 

 

2. 大学図書館のマンガ所蔵データの収集 

2.1 対象資料 

データの収集対象としたマンガは，国立国会図書

館所蔵の以下の条件を満たす図書で，127,563 タイ

トルになる。 

 ISBNが付与されている 

 NDLCの記号が Y84から始まる，あるいは

国会図書館の請求記号がY84-から始まる 

 2013 年 12 月末までに出版されている

（ISBNのあるタイトルのため 1980年頃から

が対象） 

この収集対象資料のメタデータについては国会図

書館サーチAPIにより入手した。 

さらに，今回の調査では，シリーズ物については

第一巻を所蔵した図書館はそれ以後も原則的には

所蔵するであろうことを仮定し，収集対象を単巻もの，

ないし，シリーズものの第一巻に限定した。具体的に

は dcndl:volume に“0”，“1”， “第 1 巻”， “1 巻”， 

“第 1集”， “v.1”， “vol.1”， “volume 1”， “上巻”

が含まれるタイトルを収集の対象とした。 

2.2 収集結果 

データ収集の対象館は，CiNii Booksで調査可能

な全国の大学図書館を中心とした図書館（2016年末

1,321館）である7)。2016年 8月に，収集対象資料の

ISBNを検索クエリとして CiNii Books APIを用いて

ISBNからNCID（NII書誌 ID）を検索した。NCIDで

は多巻ものは一つにまとめられるため，改めて

NCID で所蔵データを検索したのちに，所蔵データ

を ISBN 単位に戻し，国会図書館のデータと名寄せ

をおこなった。 

この結果，3,224 タイトルが，1 館以上の対象図書

館で所蔵されていることが分かった。本稿は，初期

的な研究であり，大学図書館の所蔵データの組織化

における可能性をみるものであるため，10 館以上に

所蔵されている 712 タイトルをクラスタリングの対象と

した。 



3. クラスタリング 

3.1 マンガ同士の類似度距離の算出方法 

マンガ同士の類似度距離は Simpson 係数を用い

て，次式により計算した。 

𝐷𝑖𝑠𝑡𝑎𝑛𝑐𝑒(𝑋, 𝑌) = 1 −
|𝑆𝑒𝑡 𝑋 ∩ 𝑆𝑒𝑡 𝑌|

min (|𝑋|, |𝑌|)
 

この式において，X と Y はそれぞれ一つのタイトル

を，min (|𝑋|, |𝑌|)は X と Yの所蔵館数のうちの小さ

い方の値を，|𝑆𝑒𝑡 𝑋 ∩ 𝑆𝑒𝑡 𝑌|は X と Yのどちらも所

蔵している図書館の数を示している。Simpson 係数

は値が大きいほど類似性が高いことを示す指標であ

るため，１から減算することで類似度距離に変換して，

クラスタリングに用いる。 

3.2 クラスタリングの手法 

クラスタリング手法としては，一般的によく使われ

ている，ウォード法に基づく階層クラスタリングを採用

した。具体的には，統計パッケージである R-3.3.2 の

hclust関数を用いた。 

3.3 階層クラスタリングの結果 

図１が階層クラスタリングの結果を示すマンガタイ

トルのデンドログラムである。上位階層に八つのクラ

スタがあると解釈することができる。クラスタ 4, 2, 6, 7, 

8はそれぞれが独立している一方で，クラスタ 1, 3, 5

には大きなまとまりがあり，かつクラスタ 1・3とクラスタ

5に分かれていることが図１からよみとれる。 

 

 

各クラスタに含まれるマンガのタイトルとクラスタに

含まれるマンガのタイトル数を表１に示す。ここで挙

げているタイトルは，当該のクラスタに含まれるマン

ガのうち，多くの図書館に所蔵されているもの，上位

五つのタイトルを原則として選んでいる。また，クラス

タのラベルは，クラスタに含まれるマンガの特徴を，

これら上位五つを中心に，著者らが解釈しておこな

った。 

クラスタ 1 には，「エッセイ」のラベルを付与した。

出版者や扱われる内容などは定まっておらず，多様

なエッセイマンガがこのクラスタに含まれている。 

クラスタ 2 には，「手塚治虫全集」のラベルを付与

した。このクラスタに含まれるマンガは所蔵館数が下

位のマンガも含め全てが講談社の全集に含まれるも

のであった。一つの全集シリーズであることが，この

クラスタを形成する要因と考えられる。 

クラスタ 3 には，「ポピュラー」のラベルを付与した。

クラスタに含まれるマンガは，人気のあるマンガが主

となっている。このクラスタに含まれるマンガは，出

版者が限定されていない。また，『今日の猫村さん』

のように，少年/少女マンガ・青年/女性マンガに該当

しないものも含まれている 

クラスタ４には「まんがで読破」のラベルを付与した。

このクラスタに含まれるマンガは，所蔵館数下位のも

のも含め，『資本論』や『神曲』などの古典的な名作

をマンガで読む，イースト・プレスのまんがで読破シ

リーズのものである。 

クラスタ 5には，「シリアス」のラベルを付与した。こ

のクラスタには，原爆や戦争に関するマンガが多く

含まれている傾向にある。また，その他，哲学者のニ

ーチェに関するものがある。 

クラスタ6には，「藤子・F・不二雄全集」のラベルを

付与した。このクラスタに含まれるマンガは，下位も

含め全て小学館の全集シリーズのものである。 

クラスタ７には，「プロジェクト X」のラベルを付与し

た。このクラスタに含まれるマンガは，2000年代前半

に NHK で放映されていたドキュメンタリーテレビ番

組（プロジェクト X～挑戦者たち～）に関連した作品

群である。このクラスタに含まれるものは，下位も含

め全てが，宙出版で発行されたプロジェクトＸのシリ

ーズのものであった。 

クラスタ 8には，「タンタンの冒険」のラベルを付与

した。このクラスタに含まれるマンガは，下位も含め

全てが，福音館書店が発行した，タンタンの冒険シリ

ーズの作品であった。 

3.4 クラスタの可視化 

八つのクラスタをより深く分析するために，多次元

尺度構成法を用いて，クラスタの可視化をおこなっ

た。階層クラスタリングと同様に Simpson係数に基づ

く類似度距離を基に，Rの cmdscale関数を利用して

いる。 

図2は第１次元と第２次元により，図3は第３次元と

第４次元によりマンガを配置している。図 2において
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図1 マンガタイトルのデンドログラム 



表１ 各クラスタに含まれるマンガタイトル（所蔵図書館数の多い上位５タイトル） 

は，クラスタ 2と 4が他のマンガから離れた場所に配

置され，クラスタ 6 もある程度，他のマンガからは距

離を置いた場所に配置されていることが読み取れる。

また，図４では，クラスタ 6, 7, 8が，他のマンガとは明

確に異なる場所に配置されているといえる。 

 

図2 マンガ配置図（第１次元・第２次元） 

 
図3 マンガ配置図（第３次元・第４次元） 

 

4. 大学図書館におけるマンガの類型 

階層クラスタリングにより作成された八つのクラスタ

は，大きく二つのタイプに分けることができる。全集

やシリーズなどの出版者が作ったマンガのグループ

がそのままクラスタになっているタイプ（クラスタ 2, 4, 
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6, 7, 8）とそれ以外のタイプ（クラスタ 1, 3, 5）である。 

前者のタイプのクラスタは，図 1 や図 2，図 3 から

もわかるように，それぞれが一つの類型として，大学

図書館（員）にとられていることがうかがえる。特に，

クラスタ 4（まんがで読破）とクラスタ 2（手塚治虫全集）

は，突出して他のクラスタと分かれており，またクラス

タに含まれるマンガタイトル数も多いため明確な類

型といえるであろう。また，クラスタ 6（藤子・F・不二雄

全集）もこれに準じる傾向があるといえる。 

後者のタイプのクラスタは，前者のタイプほど明確

には分かれていない。図１においては，前者のタイ

プのクラスタよりも下位においてクラスタが分かれて

いる。また，図２や図３のマンガ配置図においては，

クラスタに属するマンガが散らばっており，またクラス

タ同士の重なりもみられる。 

階層クラスタリングの結果からもわかるように，後者

の三つのクラスタは，クラスタ 1（エッセイ）・3（ポピュ

ラー）とクラスタ 5（シリアス）に分けられる。この三つ

のクラスタの関係性の解釈の一つは，図 3 において，

クラスタ 2（手塚治虫全集）やクラスタ 4(まんがで読破）

を含めた関係として読み取ることができる。図 3 では，

おおむね，クラスタ 2（手塚治虫全集）を境にして，ク

ラスタ1・3とクラスタ4・5に分かれる傾向にある。この

ことから，エッセイやポピュラーなどの比較的気軽な

読み物としてのマンガとまんがで読破シリーズやシリ

アスなどの学習に関わるようなマンガに分かれ，そ

の中間的な位置づけとして手塚治虫全集がある，と

考えることができる。したがって図3からは「気軽な読

み物としてのマンガ」や「学習に関わるようなマンガ」

が類型として大学図書館（員）に捉えられていること

が示唆されたといえる。 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では，日本の大学図書館の所蔵データに

対してクラスタリングの手法を適用し，マンガの類型

化をおこなった。クラスタとしては，八つのクラスタ

（エッセイ，手塚治虫全集，ポピュラー，シリアス，藤

子・F・不二雄全集，まんがで読破，プロジェクトX, タ

ンタンの冒険）を見出すことができた。 

さらにクラスタを分析することにより，マンガの全集

やシリーズなどの出版者が作ったマンガのグループ

がそのまま一つのマンガの類型となる場合があるこ

とを明らかにした。また，気軽な読み物としてのマン

ガや学習に関わるようなマンガといった類型が存在

する示唆も得られた。 

これらのことから，大学図書館の所蔵情報に対し

て，クラスタリングの手法を適用し，マンガを組織化

することの可能性が示されたといえる。たとえば，大

学図書館におけるマンガの蔵書評価をおこなうよう

なツールの開発において，本研究の成果が活用で

きると考えられる。 

今後の課題としては，まず階層クラスタリングにお

ける下位のクラスタの分析が挙げられる。また，今回

のクラスタとそれを所蔵している図書館との関係も検

討すべきものである。その他，公共図書の所蔵デー

タから得られた結果と本稿の結果とを比較し，公共

図書館と大学図書館とで，マンガの捉え方にどのよ

うに違うのかについて考察することも課題の一つとい

える。 
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